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適切なアンチマネーロンダリング（AML）
の問題とリスクに 自信を持って
優先順位をつけるために

AMLにおけるAI：
変化は進行中



レガシーなAMLシステムを 
利用することは もはや
持続可能ではありません
技術や知識のあるAMLスタッフなどのリソースにかける
予算は、作業量に比例しません。
新しく進化するダイナミックな脅威と規制当局の期待の
高まりを受け、チームは現在の分析をアップデートして
既存のAMLソリューションに追加する必要に迫られています。
こうすることでAMLチームは、仮想通貨、人身売買、テロ
リストの資金調達などといったシナリオに対処することが
できます。

こうした新しい分析は金融サービス機関を保護する
ために不可欠ですが、その導入により多くの作業が
追加で発生します。



誤検出は、金融サービス機関が
直面する最も重要な課題の1つです 
最近の NICE Actimizeの調査によると、過去5年間で83％の組織でアラート
量が増加しており、ほとんどの組織でアラート数が10～25％増加したと
回答しています。一部の組織は、75％もの増加を示しました。

また、アナリストや他のコンプライアンススタッフにも負担がかかります。2

この課題に対処するには、AML調査担当者にかなりの時間が
必要です。

1件の低レベルの誤検出 = 5～30分間の調査時間
1件の複雑なアラート = 解決まで数時間または数日
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高い誤検出でお悩みなら、
ここから始めましょう

「画一的」モデルは、顧客のセグメンテーションに
対応していません。ある複数の事業が、性質や規模
が似ているように見えても、非常に異なるリスクを
抱えている可能性があります。
2つのガソリンスタンドの例を見てみましょう。1つ
にはコンビニエンスストアと銀行系ATMが、もう一
方にはコンビニエンスストア、プライベートATMお
よびスロットマシンゲームが設置されています。2つ
は非常に似ていますが、適切に監視するために異な
るセグメントに分ける必要があります。

本当に必要なのは：行動とリスク許容度に基づいて、
共通の属性を持つターゲットを絞ったセグメントを
作成することです。

チューニングとは、モデル内のルールのパラメー
タと閾値を最適化して、ステップ1で述べた定義
済みの各セグメントに対し適切であることを確認
するプロセスです。
最大の課題は、より多くのセグメントが作成され
るといかに負荷が倍増されるかということです。
適切なセグメンテーションを行わなければ、活動
内容が異なる顧客に対して適切なパラメータを
設定することができません。

課題：企業は、チューニングの労力が法外なもの
になり定期的に行えないようなシナリオにならな
いよう、適切なセグメント数を決定して顧客を
効果的に監視しなければなりません。

高い誤検出率に対処する最も効果的な方法は、2段階のプロセスを必要とします。

分析モデルを定期的に
チューニングする顧客の母集団を確認する1 2



プログラムを最適
に維持するには 
ほとんどの組織は最低年1回セグメンテー
ションの見直しをしています。そのうち、

が過去2年以内に見直しを
行っています。1

より頻繁にチューニングすることで、アラー
ト数と関連コストの削減が可能です。

の企業がチューニングは年
に1回以上行う必要がある
ことを認識しています。

残念なことに利用可能な
リソースがないことから、
実現しているのはこれらの
組織の半数に過ぎません。

90%
75%



従来の手法を 
新しいアプローチで 
強化

25％の金融サービス機関はすでにAIと機械学習
技術を既存のAMLソリューションに統合しており、
50％以上が積極的に評価しています。

その数字のうち50％が来年中に統合する意向を
示しています。

AMLにおける機械学習の主要なビジネスドラ
イバーは、異常検出、セグメント、モデル
チューニングです。

事実：これらのプログラム活動を
従来の方法で効果的に実現するこ
とは、人間的に不可能になってき
ています。

25％：AIを導入済 
55％：現在評価中
20％：評価や計画はしていない

50%55%

現在評価中である55%のうち、
半数が来年内に統合を計画



ノイズを低下させるために

なぜならば、機械学習は取引行動と組み合わせた大量のクライアント属性を
活用して異常行動をさらに特定できるようになり、今日の多くの取引監視
システムに存在する「ノイズ」を大幅に軽減するからです。

脆弱性があると取引の監視やスクリーニングなどの分野で下流に影響を及ぼす
ため、堅牢な顧客理解（KYC）/顧客デューデリジェンス（CDD）プロセスの
確保は不可欠です。

ご存じですか？
機械学習とAIの利点は、スクリーニングや顧客
デューデリジェンスのためのプロセスにまで拡大し
ます。

大多数の組織がこの方向に向かっている中で、AIが新たな規範となり、おそらくは
要件とさえなる日は急速に近づいています。

この非効率のサイクルを短縮する唯一の方法は、分析を変更し、
AI、機械学習、自動化などの技術を活用して、従来のAML
アプローチを強化・補完することです。
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